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グローバル教育グローバル教育を考える集いを考える集い

2012年12 月15日

目白大学
多田 孝志

2121世紀世紀のの学校学校教育の使命とは教育の使命とは

• 受験学⼒を習得させることか

• 単線型進路への疑義
• 若者の活⼒の低下の要因

子どもたちの抱える問題子どもたちの抱える問題や今後や今後生きていく生きていく
時代や、世界時代や、世界をを踏まえた踏まえた

教育教育の必要（学校教育のの必要（学校教育の使命）使命）

子どもたちの悲しむべき現状

 自らに自信を持てない

 人間関係をうまく築けない

 ⽬⽴つことを極端に恐れる

 厳しいことから逃避しがち

成⻑への切なる希望

漠漠たるたる
不安感不安感

大人大人のの
責任責任

⺠間給与所得者の階層別⼈数の推移⺠間給与所得者の階層別⼈数の推移
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食糧問題の解決策を考え→提言する

⾷料⾃給率
173 168

124
111

80
65 63

54

平成22年度：39％

44

（

１数

カ

資料 :農林⽔産省「⾷料需給表」、FAO “Food Balance Sheets”等を基に農林⽔産省で試算した。アルコール類は含まない。）
ただし、スイスについてはスイス農業庁「農業年次報告書」、韓国については韓国農村経済研究院「⾷品需給表」による。

（注）．値は、平成19年（ただし、⽇本は平成22年度）

２．ロリーベースの⾷料自給率は、総供給熱量に占める国産供給熱量の割合である。畜産物については、輸⼊飼料を考慮している。

オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア カ

ナ
ダ

ア
メ
リ
カ

フ
ラ
ン
ス

ド
イ
ツ

英
国

イ
タ
リ
ア

ス
イ
ス

韓
国

日
本

「
知
」
を
超
え
た
「
智
」
の
育
成

「
知
」
を
超
え
た
「
智
」
の
育
成

2121世紀世紀を生きる人間としてを生きる人間としてのの
資質資質・・能⼒・技能能⼒・技能の育成の育成

• 多様性を⽣かす姿勢と⼿⽴ての習得

• 差異の調整⼒
多様性

• 時間・空間・問題、自己との関連の視野

• ⼈間関係形成⼒
関係性

• 自己成⻑への意識

• 臨機応変の対応⼒
⾃⼰変⾰⼒

• 主体的⾏動⼒、⼈⽣を⽣きぬく知恵

• 響感・イメージ⼒
未来志向性

2121世紀の世紀の学校教育の目指す方向学校教育の目指す方向

• 新たな課題（理念）
• 未来指向性
• 異質との共⽣
• 視野の拡大
• 多様性・関係性・可変性

• 調整⼒ 対話⼒
• 全⼈的⾒⽅（知性と感性）
• 知から智へ
• 主体的⾏動⼒

◆21世紀に重視すべき資質・能⼒

「読み・書き・算盤」 → 「関係・責任・互恵」

→ 探究・調整 → 統合・表現

Wholenessとしての全⼈回復
Trans-disciplinaryな対話を可能にする知性

• 「知」Scientiaを超えた「智」Sapientiaの育成
服部英二

智の創造智の創造

2012/12/810

【ESDの視点に立った学習指導の目標】
教科等の学習活動を進める中で，
「持続可能な社会づくりにかかわる課題を見いだし，

それらを解決するために必要な能力や態度を身に付ける」ことを通し
て，持続可能な社会の形成者としてふさわしい資質や価値観を養う。

【持続可能な社会づく
りをとらえる視点】
① 相 互
② 多 様
③ 有 限
④ 公 平
⑤ 責 任
⑥ 協 調

【ESDの視点に立った学習指導で重視する能力と態度】
①つながりを尊重する態度 ②批判的に思考・判断する力
③未来像を予測して計画を立てる力

④共創型コミュニケーションを行う力 ⑤多面的，総合的に考える
力 ⑥責任を重んじる態度(当事者意識) ⑦ 自己成長・変革力
⑧個を確立しつつ多様な他者と協働する力 ⑨イメージ・響感力

【ESDの視点に立った学習指導を進める上での留意事項】
①教材のつながり ②人のつながり ③能力・態度のつながり

教科・分野・単元等の目標・内容・評価規準等に付加・関連付け

ESDの視点に⽴った学習指導を進める上での枠組み（案）
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⾃律協同探究学習（協同学習）⾃律協同探究学習（協同学習）
伝達・探究伝達・探究 ⾃律・他律⾃律・他律

⾃律協同探究学習
ステージ方式の授業

課題探究・分析調整・表現
主体性、提⾔・⾏動
共創型対話⼒

他律協同探究学習
グループ学習

教師の潜在的意図
鵜飼方式

⼀⻫画⼀学習
読み書き算盤

他律伝達学習

⾃律伝達学習

協同の学びをプラスワン

教科学習でも可
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高校の実践例

宮古島の地下水保全を目指して

～宮古農林高校環境班の活動を通して～

探究共創型学びが人間としての成長をもたらす

前里和洋

沖縄県立宮古農林高等学校

・化学肥料 ５６．５％

・家畜排泄物１８．６％

・自然循環 １６．５％

・生活排水 ８．４％
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システム思考システム思考

 現象を⽣み出している諸要因の相互関係を捉える⾒⽅
であり、目前にある問題の原因を部分的でなく、全体
的な視野から⾒ようとする考え方である。

 自己と社会との関わり、現在と過去・未来とのつなが
りについて考え、システムの中で個人がどのように位
置づけられ、どのように関わっているかを捉え、次な

る一歩を踏み出すまでの一連の思考のプロセスである。

教師の視点・思考が学びを拓く教師の視点・思考が学びを拓く

図 THE FOUR DIMENSION OF GLOBAL EDUCATION

デイビッド・セルビー 「地球時代の多⽂化理解」
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グローバル時代の関係性グローバル時代の関係性
２２ システム思考システム思考

批判的⾔語意識批判的⾔語意識（（Critical Language AwarenessCritical Language Awareness））
（教材開発の参考）（教材開発の参考）

社会におけることばの在り方や多様性に気づかせる

• ことばを社会的な権⼒関係、およびそこから⽣み出される
課題との関連を取られえる。
（ことばは社会に問題性をもつとの言語観）

• 学習者⾃⾝がことばをめぐる問題に対して意識的に取り組
めるような⼒をつけることを⽬指す。

(学習者のエンパワメント）
• 意識化だけでなく、⾏動に結び付け、社会変⾰をめざす

（「意識は社会的解法にむけた必要条件ではあるが、⼗分
条件ではない」） Clark et al.1991:44

粘り強く粘り強く対話を継続する⼒対話を継続する⼒


